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「「「「平成平成平成平成 19191919 年度年度年度年度    第第第第 2222 回回回回    地球市民地球市民地球市民地球市民トークプラザトークプラザトークプラザトークプラザ」」」」開催開催開催開催およびおよびおよびおよび参加者募集参加者募集参加者募集参加者募集    

 

(財)大阪国際交流センターは、市民の国際交流・国際協力に対する理解を深めるこ

とを目的に、「平成 19 年度 第 2 回 地球市民トークプラザ」を、平成 20 年 1 月 26

日（土）に開催し、参加者を募集します。 

平成 19 年度の第 2 回は、（株）富士メガネ代表取締役会長の金井昭雄さんを講師に

迎え「難民への視力の贈り物」をテーマに、難民に眼鏡を提供することになったきっ

かけや活動について語っていただきます。 

「世界には困った人がたくさんいることを知って欲しい。その優しさから国際協力

が始まる。そして、自分には何ができるのか、考えてほしい」と語る金井さん。これ

までにタイ、ネパール、アルメニア、アゼルバイジャンなど、様々な国の難民キャン

プで、25 年間、10 万人以上の難民にその人に合ったメガネを渡す活動を続けてこら

れたお話を通して、市民の皆さんとともに国際貢献について考えます。 

この事業は、当センターのボランティアグループ「地球市民シニアボランティア」、

「地球市民 Good Idea 委員会」が、国際交流や国際協力をテーマに独自の視点で企画、

運営するもので、平成 9 年から実施しています。本年度は 4 回開催予定です。 

 

 

記 

1 日 時： 平成 20 年 1 月 26 日（土）14：00～16：00（開場 13：30） 

2 会 場： 大阪国際交流センター 中会議室 

3 講 師： 金井昭雄（（株）富士メガネ代表取締役会長） 

4 内 容： 「難民への視力の贈り物 

～金井昭雄さんと富士メガネ『視援隊』の活動～」 

5 参加費： 無料 

6 定 員： 100 名（定員になり次第締切。結果は参加票の発送をもってかえさせ

ていただきます。） 

7 主 催： 財団法人大阪国際交流センター 

8 企画･運営：地球市民シニアボランティア 

9 参加方法： はがき、ファックス、E メールのいずれかに、郵便番号、住所、氏名、

電話番号、参加希望人数を明記のうえ、「第 2 回地球市民トークプラ

ザ」係までお送りください。 

 

 財団法人 大阪国際交流センター 情報企画課 〒543-0001 大阪市天王寺区上本町 8-2-6 電話: 06-6773-8182 ファックス: 06-6773-8421  

E メール: talk2@ih-osaka.or.jp 

問合先・申込先 



 

【参考資料】 ～講師プロフィール～ 

金井金井金井金井    昭雄昭雄昭雄昭雄（（（（かないかないかないかない    あきおあきおあきおあきお）））） 

1942 年、旧樺太（サハリン）豊原市生まれ。1966 年、早稲田大学第一商学

部を卒業。1972 年に米・ロサンゼルスのサザン・カリフォルニア・カレッジ・

オブ・オプトメトリーを卒業後、米・カリフォルニア州オプトメトリー営業

ライセンスを取得。1973 年、（株）富士メガネに入社、1996 年に代表取締役

社長に就任。 

1992 年に日本国外務大臣表彰、2004 年に朝日新聞社の第１回「朝日企業市

民賞」を受賞。2006 年 7 月、国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）「ナ

ンセン難民賞

※
」受賞。2006 年 3 月から（株）富士メガネ代表取締役会長に

就任。 

 ※※※※
ナンセンナンセンナンセンナンセン難民賞難民賞難民賞難民賞とはとはとはとは････････････ 

1954 年、当時の国連難民高等弁務官、ヴァン・ハーベン・グートハート博士

が難民の窮状に焦点を当てるため、難民に多大な貢献をした個人または団体

を称える目的で創設されたもの。大規模な難民支援を先駆けて行なったフリ

チョフ・ナンセンにちなんで名づけられた。難民を取り巻く状況改善に並外

れた功績を残したことも選考の基準となる。 

「国連難民高等弁務官駐日事務所」HP 

  (URL: http://www.unhcr.or.jp/ref_unhcr/nansen/index.html) 

 


